
会 議 録 

 

１  会 議 名  第２回北九州市送迎保育ステーション試行事業に関する 

検討懇話会 

 

２  会 議 種 別  市政運営上の会合 

 

３  議   題  北九州市送迎保育ステーション試行事業に関する意見 

交換 

 

４  開 催 日 時  令和６年１２月１９日（木）１０時００分～１１時 00 分 

 

５   開 催 場 所  北九州市役所本庁舎５階 特別会議室Ｂ 

           （北九州市小倉北区城内 1 番 1 号） 

 

６  出席者氏名  （１）構成員 

            東 裕美子、伊賀良 昌宏、髙原 惠子、上村 眞生 

          （２）事務局 

            右田子ども家庭部長、鈴木こども施設企画課長、 

伊藤指導支援担当課長、和田企画係長 

 

７  次   第  （１）開会 

          （２）北九州市送迎保育ステーション試行事業について 

          （３）意見交換 

          （４）閉会 

 

８  会 議 経 過（発 言 要 旨） 

○近隣に公共施設があり、広い道路に面しているなど、周囲の環境や安全面を考

慮すると、ステーションの設置場所は北九州市立徳力保育所の別館で問題は

ないと思う。 

 

○事業目的に合致したモニタリングを行うためにも、ステーションの設置場所

や利用する園の選定については、地理的な特性も踏まえて選定した方が良い。 

 

 



 

○送迎に使用する車両や費用面にもよるが、利用する園をどのように決めてい

くか、バスに乗車するこどもの人数どのくらいにするのかなど、試行事業を行

う上で、できる限り、事業効果を図ることが出来る方法で検討してほしい。 

 

○安全面を重視しなければならないのは当然だが、こどもの人数に合わせた適

切な同乗保育士数を検討すべき。 

 

○利用園が１園のみの場合は、バスに同乗する保育士とステーションに従事す

る保育士は一緒でも良いのではないか。経費の削減を見込むことが出来るか

もしれない。 

 

○送迎時間を配慮することが必要だが、利用園はステーションからあまり近い

ところでは効果が図りにくいのではないか。 

 

○こどもに関する情報がきちんと情報共有できる体制を組む必要がある。ニュ

アンスの捉え方に齟齬が出ないよう、しっかりとした連絡体制をとるべき。 

 

○保護者と参加する園の繋がりが切れないよう、一定の頻度で保護者に送迎し

てもらう日は必要ではないか。 

 

○検証する事項に、こどもが車に乗っている時間を短縮することが出来るかと

いう視点も入れてもらいたい。 

 

○バスの動きやこどもの乗降方法などは、しっかりと検討した方が良い。 

 

 

９  問い合わせ先      子ども家庭局子ども家庭部こども施設企画課 

            電話番号 ０９３－５８２－２５５０ 

 


